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支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
虐
待
相

談
等
の
連
絡
・
調
整
に
関
す
る
基

本
ル
ー
ル（
い
わ
ゆ
る「
東
京
ル
ー

ル
」）
や
、
情
報
共
有
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
共
に
検
討
・
策
定
（
平

成
26
年
・
27
年
）
し
、
東
京
都
内

の
児
童
相
談
体
制
に
お
け
る
車
の

両
輪
と
し
て
、
連
携
・
協
働
し
な

が
ら
、
虐
待
防
止
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

（
２
）
児
童
虐
待
相
談
対
応
と
こ
れ
ま
で
の
体
制
強

化東
京
都
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐
待
相
談

受
理
件
数
は
、
平
成
19
年
度
３
２
１
６
件
、
平
成
24

年
度
４
７
９
２
件
、
平
成
29
年
度
１
万
４
２
０
７
件

と
、
10
年
間
で
４
倍
以
上
に
増
加
し
て
い
ま
す
（
平

成
27
年
７
月
に
全
国
児
童
相
談
所
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
３

桁
化
（
１
８
９
）
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
）。

東
京
都
で
は
、
平
成
14
年
度
か
ら
、
児
童
相
談
所

の
機
能
を
強
化
し
組
織
・
人
事
・
業
務
運
営
を
改
革

す
る
た
め
に
、
情
報
共
有
化
を
図
る
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
の
稼
働
、
虐
待
対
策
班
の
設
置
、（
虐
待
に
よ

り
施
設
入
所
等
し
た
児
童
の
）
家
庭
復
帰
促
進
事
業

の
開
始
、
養
育
家
庭
（
養
育
里
親
）
支
援
体
制
の
変

更
等
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

児
童
福
祉
司
定
数
は
平
成
14
年
度
１
２
８
人
か
ら
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　平成31年３月に可決成立、同年４月より施行。保護者による体罰等の禁止や、虐待
事案で対象者の転居時に児童相談所間で的確な引継ぎを行うことなどが盛り込まれてお
り、保護者による体罰禁止を規定するのは都道府県では初となる。

東京都福祉保健局少子社会対策部 
計画課統括課長代理

柿澤　博之

１　

東
京
都
の
児
童
相
談
体
制
・
虐
待
相
談

対
応
件
数

（
１
）
児
童
相
談
体
制

東
京
都
の
区
域
内
に
は
、62
の
区
市
町
村
が
あ
り
、

18
歳
未
満
の
児
童
人
口
は
約
１
９
０
万
人
（
総
人
口

は
約
１
３
８
０
万
人
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
児
童
人
口
そ
の
他
の
社
会
的
環
境
等
を
配
慮
し

て
、
東
京
都
で
は
、
児
童
に
関
す
る
家
庭
そ
の
他
の

相
談
の
う
ち
、
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
必
要
と
す

る
相
談
に
応
じ
る
た
め
、
都
内
を
11
の
管
轄
区
域
に

分
け
、各
区
域
に
児
童
相
談
所
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
う
ち
１
か
所
は
都
内
の
児
童
相
談
所
を

援
助
し
、
そ
の
連
絡
を
図
る
中
央
児
童
相
談
所
の
機

能
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
ま
す
。

区
市
町
村
の
児
童
相
談
体
制
に
つ
い
て
は
、
平
成

16
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
、
区
市
町
村
が
業

務
と
し
て
児
童
相
談
に
応
じ
る
こ
と
が
明
確
化
さ
れ

ま
し
た
。
東
京
都
で
は
、平
成
７
年
度
か
ら
独
自
に
、

子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
、
区
市
町
村

が
子
供
家
庭
の
総
合
相
談
等
を
行
う
体
制
づ
く
り
を

支
援
し
て
き
て
お
り
、ほ
ぼ
全
て
の
区
市
町
村
が「
子

供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
平
成
28
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
に
よ
り
規
定

さ
れ
た
「
市
町
村
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
と

も
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
京
都
の
児
童
相
談
所
と
区
市
町
村
の
子
供
家
庭



特
集
子
ど
も
の
見
守
り
と
自
治
体
の
役
割
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平
成
30
年
度
２
８
６
人
に
、
児
童
心
理
司
定
数
は
同

じ
く
41
人
か
ら
１
２
３
人
に
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
平
成
20
年
度
か
ら
順
次
、
人
材
育
成
等
や

各
児
童
相
談
所
の
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
の
役
割
を
担

う
児
童
福
祉
や
児
童
心
理
の
専
門
課
長
、
医
療
連
携

専
門
員
（
保
健
師
）、
警
察
官
Ｏ
Ｂ
、
児
童
相
談
所

業
務
事
務
員
（
司
ク
ラ
ー
ク
）
の
配
置
な
ど
、
体
制

強
化
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
児
童
福
祉
審
議
会

に
新
た
な
部
会
を
設
置
し
、
児
童
虐
待
に
よ
る
死
亡

な
ど
重
大
事
例
の
検
証
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

２　

条
例
制
定
の
背
景
・
検
討
プ
ロ
セ
ス

（
１
）
背
景

前
述
の
と
お
り
、
都
内
の
児
童
虐
待
相
談
対
応
件

数
は
年
々
増
加
す
る
と
と
も
に
、
平
成
30
年
３
月
に

は
、
５
歳
女
児
が
虐
待
に
よ
り
死
亡
す
る
と
い
う
大

変
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
虐
待
を
受
け

て
い
た
女
児
が
、
亡
く
な
る
前
に
、「
お
ね
が
い
ゆ

る
し
て
」
と
ノ
ー
ト
に
書
き
つ
づ
っ
て
い
た
こ
と
も

報
道
さ
れ
、
大
き
な
社
会
的
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。

ま
た
、「
し
つ
け
」
と
称
し
て
、
虐
待
が
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
都
で
は
、
本
死
亡

事
例
発
生
後
、
速
や
か
に
、
関
係
県
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
事
例
検
証
を
開
始
し
ま
し
た
。

ま
た
、
小
池
知
事
か
ら
、
早
急
に
対
策
を
検
討
す

る
よ
う
指
示
が
発
せ
ら
れ
、
子
供
を
し
っ
か
り
守
る

観
点
か
ら
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
ス
ピ
ー
ド
感
を

持
っ
て
、
体
制
強
化
を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
児
童
相
談
所
の
体
制
強
化
（
平
成

30
年
度
緊
急
対
策
及
び
平
成
31
年
度
）、
②
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

相
談
の
実
施
、
③
警
視
庁
と
の
情
報
共
有
範
囲
の
拡

大
、
④
安
全
確
認
行
動
指
針
の
策
定
、
⑤
区
市
町
村

の
子
供
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援
の
充
実
、
⑥
母

子
保
健
施
策
及
び
社
会
的
養
護
施
策
の
充
実
、
⑦
全

庁
一
丸
と
な
っ
た
虐
待
防
止
対
策
の
推
進
、
⑧
児
童

虐
待
防
止
に
関
す
る
条
例
の
制
定
な
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
条
例
の

制
定
は
、
児
童
虐
待
防
止
の
た
め
に
、
様
々
な
観
点

か
ら
一
層
の
体
制
強
化
を
図
る
方
策
の
一
環
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
２
）
条
例
案
検
討
の
プ
ロ
セ
ス

条
例
案
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
平
成
30
年
４
月

時
点
で
、
既
に
９
の
府
県
や
複
数
の
基
礎
自
治
体
に

お
い
て
、
児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
条
例
が
制
定
・

施
行
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
も
参
考
に
し
つ
つ
、
都

の
児
童
相
談
体
制
の
状
況
や
、
死
亡
事
例
の
検
証
結

果
等
を
踏
ま
え
、
幅
広
く
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
進

め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
か
ら
東
京
都
児
童
福
祉
審
議
会
で

の
審
議
を
開
始
し
、同
年
８
月
か
ら
学
識
経
験
者（
児

童
福
祉
、
心
理
）、
弁
護
士
、
小
児
科
医
で
構
成
す

る
条
例
案
検
討
の
専
門
部
会
を
設
置
し
、
各
分
野
の

専
門
家
の
意
見
を
聴
き
な
が
ら
、
条
例
骨
子
案
の
検

討
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。平
成
31
年
１
月
ま
で
に
、

全
体
会
議
と
部
会
を
合
わ
せ
て
５
回
の
審
議
を
行
い

ま
し
た
。
部
会
で
は
、
児
童
虐
待
を
受
け
た
方
の
支

援
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

都
民
の
皆
様
か
ら
幅
広
く
意
見
を
頂
く
た
め
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
２
回
実
施
し
ま
し
た
。
条
例

や
計
画
を
つ
く
る
際
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
１

回
実
施
す
る
こ
と
が
都
の
通
常
の
手
続
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
条
例
案
の
検
討
プ
ロ
セ
ス
そ
の
も
の
も
、

児
童
虐
待
防
止
に
関
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め
る
契

機
と
な
る
と
の
考
え
に
よ
る
も
の
で
す
。
具
体
的
に

は
、
平
成
30
年
９
月
に
、
四
つ
の
視
点
（
虐
待
の
未

然
防
止
、
早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
子
供
と
そ
の
保

護
者
へ
の
支
援
、
人
材
育
成
）
に
つ
い
て
、
都
の
基

本
的
な
考
え
方
を
公
表
し
、
意
見
を
募
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
結
果
を
、
児
童
福
祉
審
議
会
に
報
告

し
た
上
で
検
討
を
進
め
、
同
年
11
月
末
に
条
例
骨
子

案
を
作
成
・
公
表
し
、
２
回
目
の
意
見
募
集
を
行
っ

た
と
い
う
流
れ
で
す
。

身
近
な
地
域
で
子
供
と
家
庭
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

や
見
守
り
、
虐
待
対
応
等
を
行
う
区
市
町
村
の
意
見

も
非
常
に
重
要
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
児
童

福
祉
所
管
部
署
及
び
母
子
保
健
所
管
部
署
に
、
都
の

審
議
会
の
検
討
情
報
を
随
時
提
供
す
る
と
と
も
に
、
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そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
と
並
行
し

て
、
書
面
や
意
見
交
換
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
意
見

を
伺
い
ま
し
た
。

ま
た
、
民
生
・
児
童
委
員
の
会
議
や
、
児
童
施
設

運
営
事
業
者
、
教
育
、
医
療
、
警
察
な
ど
様
々
な
関

係
機
関
で
構
成
す
る
東
京
都
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
に
お
い
て
も
、
意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
条
例
骨
子
案
を
公
表
し
た
後
の
12
月
の

都
議
会
厚
生
委
員
会
に
お
い
て
、
条
例
骨
子
案
及
び

死
亡
事
例
の
検
証
結
果
の
報
告・質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
々
な
関
係
者
等
の
意
見
も
踏
ま
え
条

例
案
を
作
成
の
上
、
平
成
31
年
第
１
回
都
議
会
定
例

会
（
２
月
開
会
）
に
提
出
、
可
決
・
成
立
し
、
平
成

31
年
４
月
１
日
に
施
行
し
ま
し
た
。

３　

条
例
の
ポ
イ
ン
ト
・
考
え
方

児
童
虐
待
防
止
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
児

童
虐
待
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
「
児
童
虐

待
防
止
法
」
と
い
う
。）、
児
童
福
祉
法
等
に
基
づ
い
て

対
応
し
、
前
記
１
の
と
お
り
、
児
童
相
談
所
や
区
市

町
村
の
児
童
相
談
体
制
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
子
供
を
虐
待
か
ら
断
固
と
し
て
守

る
た
め
、虐
待
防
止
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
に
は
、

都
、
区
市
町
村
及
び
関
係
機
関
の
、
よ
り
一
層
の
連

携
を
は
じ
め
、
社
会
全
体
で
虐
待
の
防
止
に
関
す
る

理
解
を
深
め
、
そ
の
防
止
に
関
す
る
取
組
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
「
社
会
全

体
で
」
を
、
条
例
の
重
要
な
考
え
方
と
し
て
、
前
文

及
び
基
本
理
念
に
お
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、
条
例
の
ポ
イ
ン
ト
と
規
定
の
考
え
方
を

紹
介
し
ま
す
。

１
点
目
と
し
て
、
子
供
は
権
利
の
主
体
で
あ
る
こ

と
、
そ
し
て
虐
待
は
重
大
な
権
利
侵
害
で
あ
る
こ
と

を
明
記
し
て
い
ま
す
。
児
童
虐
待
防
止
法
に
も
、
同

趣
旨
の
規
定
が
あ
り
ま
す
が
、
非
常
に
重
要
な
考
え

方
で
あ
り
、
条
例
で
も
改
め
て
規
定
し
て
い
ま
す
。

２
点
目
は
、
保
護
者
に
よ
る
体
罰
そ
の
他
の
子
供

の
品
位
を
傷
つ
け
る
罰
を
禁
止
し
た
こ
と
で
す
。
し

つ
け
に
際
し
て
、
体
罰
を
加
え
、
暴
言
を
浴
び
せ
る

こ
と
は
、
恐
怖
に
よ
り
子
供
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
る
だ
け
で
、
子
供
は
意
味
を
理
解
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
体
罰
等
は
、
虐
待
に
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
可
能
性
が
あ
る
行
為
で
あ
り
、
と

き
に
虐
待
そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま
す
（
前
述
の
と
お

り
、
平
成
30
年
３
月
の
死
亡
事
例
も
、
し
つ
け
と
し

て
虐
待
が
行
わ
れ
て
い
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
）。
さ

ら
に
、
医
学
的
に
、
体
罰
・
暴
言
は
子
供
の
脳
や
心

身
の
発
達
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
厚
生
労
働
省
が
「
愛
の
鞭
ゼ
ロ
作
戦
」
と

銘
打
っ
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
周
知
を
図
っ
て

き
て
お
り
ま
し
た
が
、
都
は
、
条
例
で
体
罰
等
の
禁

止
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
体
罰
等
に
よ
ら
な
い
子

育
て
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
体
罰
等
の
禁
止
に
つ
い
て
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク

コ
メ
ン
ト
に
お
い
て
、７
件
の
賛
成
意
見
の
一
方
で
、

21
件
の
反
対
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
、
区

市
町
村
と
の
意
見
交
換
会
や
児
童
相
談
所
の
現
場
か

ら
は
、
禁
止
を
盛
り
込
む
べ
き
と
の
意
見
が
強
く
、

児
童
福
祉
審
議
会
に
お
い
て
、
多
く
の
時
間
を
充
て

て
審
議
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
民
法
の
懲
戒
権
と
の
関
係
も
あ
り
、
規
定

の
文
言
に
つ
い
て
は
、
審
議
会
委
員
以
外
の
法
律
家

の
意
見
も
聴
き
、
条
文
化
し
ま
し
た
。

３
点
目
は
、
妊
産
婦
健
康
診
査
や
乳
幼
児
健
康
診

査
を
受
け
て
い
な
い
場
合
に
、
妊
婦
・
保
護
者
が
、

区
市
町
村
の
行
う
受
診
勧
奨
に
応
じ
る
努
力
義
務
を

規
定
し
た
こ
と
で
す
。
健
診
は
、
健
康
を
確
保
す
る

た
め
に
必
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
妊
産
婦
の
出
産
や

育
児
に
関
す
る
不
安
や
不
適
切
養
育
、
虐
待
の
サ
イ

ン
を
把
握
し
、
必
要
な
助
言
や
支
援
を
行
う
た
め
に

重
要
な
機
会
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、規
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
健
診
未
受
診
の
場
合
に
、
区
市
町
村
は
、

電
話
や
書
面
に
加
え
、
状
況
に
応
じ
て
家
庭
訪
問
に

よ
り
、
保
護
者
に
受
診
勧
奨
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
、
家
庭
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
で
保
護
者

の
育
児
不
安
や
課
題
を
早
期
に
発
見
し
、
支
援
に
つ

な
げ
る
も
の
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
は
、
保
護
者
の

理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
た
め
、
現
場
の
取
組
を
後
押
し
す
る
観
点
か
ら
、

義
務
で
は
な
く
、
努
力
義
務
規
定
と
し
ま
し
た
。

４
点
目
は
、
警
察
と
の
一
層
の
連
携
強
化
で
す
。
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児
童
相
談
所
と
警
察
は
こ
れ
ま
で
も
、
連
携
を
進
め

て
き
ま
し
た
が
、「
児
童
虐
待
対
応
の
連
携
強
化
に

関
す
る
協
定
書
」（
平
成
30
年
９
月
締
結
）
に
よ
り
、

リ
ス
ク
の
高
い
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
全
て
情
報
共
有

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
を
含
め
、

連
携
・
協
力
し
て
児
童
虐
待
防
止
の
取
組
を
進
め
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

５
点
目
は
、
児
童
相
談
所
か
ら
の
情
報
提
供
の
依

頼
で
す
。
児
童
虐
待
防
止
法
は
、
児
童
相
談
所
長
等

か
ら
資
料
・
情
報
の
提
供
を
求
め
る
機
関
等
と
し
て
、

地
方
公
共
団
体
の
機
関
や
、
子
供
の
医
療
、
福
祉
又

は
教
育
に
関
係
す
る
機
関
等
を
列
挙
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
子
供
や
保
護
者
等
に
関
す
る
情
報
は
、
そ

れ
以
外
の
事
業
者
も
有
し
て
い
る
た
め
、
情
報
提
供

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
条
例
で
規
定
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
関
係
機
関
で
は
な
い
一
般
事

業
者
は
、
個
人
情
報
保
護
法
第
23
条
第
１
号
「
法
令

に
基
づ
く
場
合
」
を
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
考
え
方
で
す
（
従
来
も
同
条
第
２
号
等
に
基
づ
い

て
、
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
し
た
が
、
事
業
者
が
明
確
に
判
断
で
き
る
よ
う

条
例
に
規
定
し
ま
し
た
）。

６
点
目
は
、
児
童
相
談
所
間
の
的
確
な
引
継
ぎ
で

す
。
転
居
は
、
そ
れ
ま
で
の
社
会
資
源
と
の
つ
な
が

り
が
切
れ
、
家
族
が
地
域
で
孤
立
し
、
家
族
関
係
が

悪
化
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
死
亡
事
例
検
証
結

果
も
踏
ま
え
、
家
庭
の
転
居
に
当
た
っ
て
、
児
童
相

３
点
目
は
、「
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
事
業
」
で
す
。
虐
待
を
防

止
す
る
た
め
、
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
な
ど
に
よ
る
従
来

の
電
話
相
談
に
加
え
て
、
新
た
に
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活

用
し
、
子
供
本
人
及
び
そ
の
保
護
者
が
ア
ク
セ
ス
し

や
す
い
相
談
環
境
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。
本
年
８

月
か
ら
本
格
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
条
例
趣
旨
の
周
知
や
体
罰
等
に
よ
ら
な
い

子
育
て
を
推
進
す
る
た
め
、
毎
年
11
月
の
児
童
虐
待

防
止
月
間
に
限
ら
ず
、
多
様
な
媒
体
や
場
を
通
じ
て

普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

児
童
虐
待
の
防
止
等
に
関
し
て
は
、
未
然
防
止
、

早
期
発
見
・
早
期
対
応
、
里
親
制
度
な
ど
社
会
的
養

護
の
充
実
、
虐
待
を
受
け
た
子
供
の
自
立
支
援
、
児

童
相
談
に
対
応
す
る
人
材
の
確
保
・
育
成
及
び
専
門

性
の
向
上
な
ど
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
不
断
の
取

組
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

東
京
都
は
、
虐
待
か
ら
子
供
を
断
固
と
し
て
守
る

た
め
、
一
層
の
関
係
機
関
連
携
及
び
施
策
の
推
進
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

談
所
間
の
事
案
の
的
確
な
引
継
ぎ
を
徹
底
す
る
こ
と

を
改
め
て
規
定
し
ま
し
た
。

７
点
目
は
、
児
童
相
談
所
と
区
市
町
村
の
子
供
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
の
連
携
で
す
。
前
述
１
（
１
）
の

と
お
り
、
車
の
両
輪
と
し
て
東
京
都
の
児
童
相
談
体

制
を
構
築
し
て
い
る
両
者
の
、
一
層
の
連
携
・
協
働

を
進
め
て
い
く
こ
と
を
明
記
し
て
い
ま
す
。

４　

今
後
の
取
組
・
課
題

条
例
施
行
を
踏
ま
え
、
新
た
に
進
め
る
事
業
等
を

紹
介
し
ま
す
。

１
点
目
は
、
児
童
相
談
所
の
更
な
る
体
制
強
化
で

す
。
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
に
的
確
に
対
応
す
る
た

め
、
今
年
度
、
児
童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司
、
一
時

保
護
所
職
員
等
を
合
計
65
人
増
員
す
る
と
と
も
に
、

虐
待
ケ
ー
ス
へ
の
法
的
対
応
力
を
強
化
す
る
た
め
、

非
常
勤
弁
護
士
の
勤
務
日
数
を
拡
大
し
ま
し
た
。

２
点
目
は
、
区
市
町
村
の
体
制
強
化
や
連
携
強
化

に
関
す
る
取
組
で
す
。
区
市
町
村
の
子
供
家
庭
支
援

セ
ン
タ
ー
へ
の
経
験
豊
富
な
主
任
虐
待
対
策
ワ
ー

カ
ー
の
配
置
や
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
開

催
等
の
た
め
の
事
務
を
行
う
事
務
ク
ラ
ー
ク
の
配
置

に
つ
い
て
、区
市
町
村
へ
の
財
政
支
援
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
東
京
都
と
区
市
町
村
の
情
報
共
有
を
は
じ

め
と
し
た
効
果
的
な
連
携
方
策
等
を
検
討
す
る
た

め
、
合
同
検
討
会
を
立
ち
上
げ
、
一
層
緊
密
な
連
携

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。


